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１． はじめに 

弊社では新規業務部門として水産部門を立ち

上げ、海洋深層水を利用したサツキマス養殖を

その中核事業として展開を図っている。昨年か

らの１シーズン目の馴致・養殖が無事終了した

ので、その結果を紹介する。 

 海洋深層水は常に低温で安定しているため、

18℃以下での飼育が必要なサツキマスに適した

環境である。また、海洋深層水は表層水と比べ

て、生菌数が少なく清浄性が高いため、養殖魚

が病気にかかりにくいメリットがある。 

 

２． 馴致試験とその結果 

第 1 回馴致試験： 93 尾から海水馴致スタート

し 56 尾の生残魚（60.2％の馴致） 

第 2 回馴致試験：189 尾から海水馴致スタート

し 167 尾の生残魚（88.4％の馴致） 

 

３． 養殖試験とその結果 

2 度目の海水馴致試験は 88.4％の生残率だっ

たが、5 月中旬（出荷時期）までのそれは 78.8％

（149 尾）となった。生残率低下の原因は飼育

期間中の咬みあいと考えられるので、その対策

が必要。 

飼育後の平均体重は約 500ｇで、約 1,000ｇの

大型個体から 300ｇに満たない小型個体もいた。

今後、平均的に大きくするのが課題。 

成長が早い魚なので旬の時期が短い、と感じ

る。身質を落とさず、旬の時期を延ばすのも課

題。

 

図１ アマゴ（６ヶ月齢） 

 

図２ サツキマス（馴致後３ヶ月） 

４． 身質の評価 

柔らかい（歯ごたえがない）、上品な味（パンチ

がない） 

 
図３ 上：天然魚  下：深層水養殖魚 

 

５． 調理例 

刺身、マリネ、干物、燻製 

 

 
 

６． 今後の事業展開 

身質や魚体の大きさなどの課題解決に取り組

みながら、今年度 4,000 尾を導入し来年度に試

験販売、来年度 10,000 尾導入し再来年度に本格

販売を目指す。 
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